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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年3月10日(2016.3.10)
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【公開日】平成27年7月2日(2015.7.2)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月26日(2016.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　モバイル機器１０は、この例では多機能携帯電話（いわゆるスマートフォン）である。
モバイル機器１０は、この例では、ブルートゥース通信Ｃ１または無線ＬＡＮ通信Ｃ２に
よりオーディオ機器２０と通信を行うことにより、オーディオ機器２０の動作を制御する
ことができるようになっている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　オーディオ機器２０は、この例では据置型のオーディオ機器であり、例えば、コンパク
トディスクまたはメディアサーバ３２に記録された音楽データに基づいて音楽を再生し、
あるいは、サーバ３４から音楽データをダウンロードまたはストリーミングにより取得し
て音楽を再生するものである。オーディオ機器２０は、この例では、ブルートゥース通信
Ｃ１または無線ＬＡＮ通信Ｃ２によりモバイル機器１０と通信を行い、モバイル機器１０
と連携して動作することができるようになっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
（全体動作概要）
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　まず、図１～３を参照して、オーディオシステム１の全体動作概要を説明する。モバイ
ル機器１０は、ブルートゥース通信Ｃ１または無線ＬＡＮ通信Ｃ２によりオーディオ機器
２０と通信を行い、オーディオ機器２０の動作を制御する。具体的には、ブルートゥース
通信部１４は、ブルートゥース通信Ｃ１によりオーディオ機器２０との間で通信を行う。
無線ＬＡＮ通信部１５は、無線ＬＡＮ通信Ｃ２によりアクセスポイント３１を介してオー
ディオ機器２０と通信を行うとともに、アクセスポイント３１を介して、アクセスポイン
ト３１に接続されたメディアサーバ３２や、インターネット３３に接続されたサーバ３４
と通信を行う。表示部１７は、モバイル機器１０の動作状態や機能を表示する。ユーザは
、操作部１６を用いてモバイル機器１０を操作する。制御部１８は、操作部１６からの指
示に基づいて、モバイル機器１０のこれらの各ブロックを制御する。また、制御部１８は
、ブルートゥース通信部１４を介してブルートゥース通信Ｃ１によりオーディオ機器２０
と通信を行い、あるいは無線ＬＡＮ通信部１５を介して無線ＬＡＮ通信Ｃ２によりオーデ
ィオ機器２０と通信を行うことにより、オーディオ機器２０を制御する。機器連携ソフト
ウェア１９は、モバイル機器１０が有する機能のうちのオーディオ機器２０に音楽を再生
させる機能Ｆ１０と、オーディオ機器２０が有する機能Ｆ２０とをまとめて管理する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　オーディオ機器２０は、ブルートゥース通信Ｃ１または無線ＬＡＮ通信Ｃ２によりモバ
イル機器１０と通信を行い、モバイル機器１０と連携して動作して、音楽などを再生する
。具体的には、チューナ２１Ａは、ＦＭ放送やＡＭ放送などを受信し、ＵＳＢインタフェ
ース２１Ｂは、外部の電子機器に記憶された音楽データなどを取得し、ディスクドライブ
２１Ｃは、コンパクトディスクに記憶された音楽データを読み出す。表示部２３は、オー
ディオ機器２０の動作状態や機能を表示する。ユーザは、操作部２２を用いてオーディオ
機器２０を操作する。ブルートゥース通信部２４は、ブルートゥース通信Ｃ１によりモバ
イル機器１０との間で通信を行う。無線ＬＡＮ通信部２５は、無線ＬＡＮ通信Ｃ２により
アクセスポイント３１を介してモバイル機器１０と通信を行うとともに、アクセスポイン
ト３１を介して、アクセスポイント３１に接続されたメディアサーバ３２や、インターネ
ット３３に接続されたサーバ３４と通信を行う。制御部２８は、操作部２２からの指示に
基づいて、オーディオ機器２０のこれらの各ブロックを制御する。また、制御部２８は、
ブルートゥース通信部２４を介してブルートゥース通信Ｃ１によりモバイル機器１０と通
信を行い、あるいは無線ＬＡＮ通信部２５を介して無線ＬＡＮ通信Ｃ２によりモバイル機
器１０と通信を行うことにより、モバイル機器１０から指示を受け、その指示に基づいて
、オーディオ機器２０のこれらの各ブロックを制御する。そして、制御部２８は、パワー
アンプ２６にアナログ信号を供給し、スピーカ２７が音を発する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　次に、モバイル機器１０は、オーディオ機器２０に対して、ブルートゥース通信Ｃ１を
行い、アクセスポイント情報Ｚ２を通知する（ステップＳ５）。具体的には、モバイル機
器１０は、アクセスポイント３１の識別情報（ＳＳＩＤ）と暗号キー（ｋｅｙ）をアクセ
スポイント情報Ｚ２として、オーディオ機器２０に通知する。すなわち、モバイル機器１
０は、モバイル機器１０自体のアクセスポイント３１へ通信設定が完了している場合には
、識別情報（ＳＳＩＤ）および暗号キー（ｋｅｙ）をすでに有しているため、これらの情
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報をオーディオ機器２０に対して通知する。これにより、オーディオ機器２０は、このア
クセスポイント情報Ｚ２を取得し、アクセスポイント３１に無線ＬＡＮ通信Ｃ２により接
続する。その結果、オーディオ機器２０は、アクセスポイント３１を介して、無線ＬＡＮ
通信Ｃ２によりモバイル機器１０と接続できるようになる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
［変形例３］
　上記実施の形態では、モバイル機器１０がオーディオ機器２０と通信をする度に、図６
に示したシーケンスで通信したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例え
ば、図９に示すオーディオシステム１Ｃのように、２回目以降の通信を開始する際には、
より簡略化したシーケンスで通信してもよい。オーディオシステム１Ｃでは、２回目以降
の通信を開始する際、まず、モバイル機器１０Ｃは、ペアリング手続きを行い、オーディ
オ機器２０Ｃにブルートゥース通信Ｃ１により接続する（ステップＳ１）。次に、オーデ
ィオ機器２０Ｃは、モバイル機器１０Ｃに対して、方式優先情報ＰＩを通知し（ステップ
Ｓ４）、その後、モバイル機器１０Ｃおよびオーディオ機器２０Ｃは、互いに通信を行う
（ステップＳ７）。すなわち、ステップＳ２，Ｓ３，Ｓ５，Ｓ６（図６）は過去に行って
いるため、２回目以降の通信を開始する際には、これらのステップを省略している。言い
換えれば、２回目以降の通信を開始する際には、これらのステップを行わなくても、モバ
イル機器１０Ｃの表示部１７には、図４に示した表示画面Ｐ１のように、機能Ｆ１０，Ｆ
２０がアイコンＩＣ１～ＩＣ１０として表示される。
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